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 新しい認知症観への転換を図るために 

 

１．新しい認知症観とは 

市民一人ひとりが認知症への正しい理解を深め、自分事としてとらえるとともに、「認知症

になったら何もわからなくなる」という否定的なイメージから、「認知症になったら何もできな

くなるのではなく、認知症になってからも、一人一人が個人としてできること・やりたいことが

あり、住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けること

ができる」という「新しい認知症観」へと転換を図るため、本市では取り組みを進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「新しい認知症観」を広げ、転換していくための方法について 

「新しい認知症観」を広げ、転換していくために有効な方法等について、委員の皆さまの日 

頃の活動や、専門的視点からご意見を伺いたい。 
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